












はじめに 

母子健康手帳が,母と子の健康管理に身近な情報源として活用され,健康診査や保健指導の

システム化の推進に関与してきたことは異論のないところであろう。手帳の形式も,健診の

普及や保健行政などの変化にともなって改善され,昭和 51 年度に改定されたものが現在便

用されている。ただその利用法にはいくつかの問題点がみられる。 

本年度は昨年度にひき続き手帳の評価を行い,システム化への資料とすべく検討した。 

なお,我々の研究の分担は乳幼児の健康管理に関するものであるが,内容が母子健康手帳に

ついてのものであるため妊娠中,出産および育児の全てを検討した。 


